別添１
新規輸出品目促進事業実施計画（実績）書

１．事業の目的


２．事業実施主体の概要
　（１）経営内容（主な栽培・製造・取扱品目の数量・金額）について箇条書きで記入してください



　（２）事業実施前年度の主な海外向け生産（栽培・製造・取扱品目の数量・金額）について箇条書きで
　　　　記入してください）



（※）要領第２の（２）に該当するグループの場合は、規約の写しと構成員の一覧を提出すること。


３．輸出促進に係る取組方針
（１）事業の対象とする品目の生産（栽培・製造・取扱）について



（２）原料仕入先等（食品等事業者・流通事業者のみ）について


（※）自ら栽培した農畜水産物以外の農畜水産物を仕入れ、若しくは原料として製造し、または県内の事業者が製造販売した加工食品の輸出促進を事業の対象とする場合は、その原料の仕入元を説明する資料を添付すること（参考様式　仕入元等の説明書）

（３）輸出に係る取組み（二国間協議に係る生果実輸出検査実施要領に基づく栽培園地の登録HACCAP等認証の取得、関係団体との連携　等）について



（４）輸出促進に係る課題と対応策について

	課題
	対応策

	
	


　　（課題と対応策を対にして記載すること




４．輸出目標（達成状況）

	
	品目
	国・地域
	輸出量（ｋｇ・ｔ）及び金額（千円）

	
	
	
	目標
	実績

	現状
（　年）
	
	
	
	輸出量：
金　額：

	１年目
（　年）
	
	

	輸出量：
金　額：
	輸出量：
金　額：

	２年目
（　年）
	
	
	輸出量：
金　額：
	輸出量：
金　額：

	３年目
（　年）
	
	
	輸出量：
金　額：
	輸出量：
金　額：


※補助事業の対象とする品目及び対象国のみ記載すること
※現状は事業実施前年度の実績（確定していない場合は、確定している直近の年度の数値）を記入すること
※輸出数量が多い場合は、トン表示に代えること



５．事業計画（実績）
	取組内容
	実施時期
	具体的な取組内容
	事業費（円）

	
	
	
	税込価格
(a)=(b)+(C)
	税別価格
(b)
	消費税額
(C)

	輸出環境の整備
	新商品の開発
	
	
	
	
	

	
	栽培技術の確立
	
	
	
	
	

	
	輸出環境の調査
	
	
	
	
	

	
	輸送試験の実施
	
	
	
	
	

	海外販路の拡大
	展示会への出展
	
	
	
	
	

	
	商談会の開催
	
	
	
	
	

	
	販促資材の作成
	
	
	
	
	

	
	メディアの利活用
	
	
	
	
	

	豪州向けいちご生産・出荷体制整備
	新商品の開発
	
	
	
	
	

	
	栽培技術の確立
	
	
	
	
	

	
	輸出環境の調査
	
	
	
	
	

	
	輸送試験の実施
	
	
	
	
	

	
	ASIA GAP
等の認証取得
	
	
	
	
	

	
	合計
	
	
	


　　　※別表１の「取組内容」に対応させて記述してください（対応する記載がない場合は修正して下さ
　　　い）。
　　　※必要に応じて、取組内容を追加削除してください。
　　　※計画作成時、海外への輸送費や渡航費等の消費税額が不明な場合は、税込み価格と税別価格を一
　　　　致させて書いてください。
　　　　（消費税をゼロ円で記載してください。実績報告時に関係帳票により精算します）



６　経費の配分

	新規輸出品目
促進事業
	負担区分（円）

	
	県補助金
	その他(自己資金等）
	計

	
	
	
	









７　評価基準に基づく実施計画の評価
	事業実施主体の業種による基準
	輸出に質する環境整備の状況による基準
	取組み内容に関する基準
	目標設定による基準
	過去の実績等による基準
	総ポイント数

	
	

	
	
	
	





８．次年度に向けた課題と対応策（実績書のみ）
	
	対応策

	
	





